
収支 0 956,286 956,286

研修費 20,000 3,750 ▲ 16,250

支出計 5,745,000 5,462,222 ▲ 282,778

所得税 0 8,150 8,150

手数料 15,000 15,950 950

修繕費 120,000 186,340 66,340

備品購入費 16,000 182,300 166,300

保険料 40,000 34,742 ▲ 5,258

委託料 190,000 167,262 ▲ 22,738

光熱水費 980,000 809,128 ▲ 170,872

貸借料 104,000 103,510 ▲ 490

通信運搬費 70,000 55,918 ▲ 14,082

消耗品費 50,000 97,969 47,969

人件費 4,000,000 3,662,121 ▲ 337,879

旅費交通費 140,000 135,082 ▲ 4,918

雑収入 0 32 32

収入計 5,745,000 6,418,508 673,508

指定管理料 5,745,000 5,745,000 0

雑収入（前年度繰越金） 0 673,476 673,476

開館時間 午前9時から午後4時30分まで

事業収支 （確認方法）年度事業報告書

項目 計画値（単位：円） 実績値（単位：円） 計画比（単位：円）

開館日数 255日 総利用者数 862人
1日当たりの
利用者数

3人

評価担当課 文化財課 問合せ先 059-382-9031

施設の運営状況 （確認方法）月次報告書及び年度事業報告書

モニタリングレポート（令和２年度）

施設名 佐佐木信綱記念館

施設所在地 鈴鹿市石薬師町1707番地の3

指定管理者名 佐佐木信綱顕彰会



施設の課題と対策

新型コロナウイルス感染症対策について，引き続き対応したい。
旧東海道沿いに位置し，街道ウォーカーの集客も望めることから，旅行会社や歩こう会などのウォーキング
イベント等との連携を強化し，来館者数の増加に努めていただきたい。

施設の方向性

令和元年度末から始まった展示室改修工事が完了した。トイレ改修工事を行った。
展示室の再開を望む声も多く，万全の状態で開室できるよう，今後も引き続き調整していく。

緊急時の対応評価 適　・　不適

今年度，緊急事態の発生はなかった。今後も報告・連絡・相談の徹底を図るよう確認した。

指定管理者の総括評価 適　・　不適

展示室が再開しておらず，生家での展示となっているが，来館者の任意アンケートでは，満足度は高い。来
館者へのサービス向上において，さらなる創意と工夫を期待する。

年度業務報告書の内容評価 適　・　不適

業務の履行及び遂行能力，いずれの点においても良好である。

定例報告会の頻度と内容の評価 適　・　不適

上半期・下半期で各1回，報告会を実施し，質疑応答により施設設備等の修繕などの課題共有を図った。

年度事業報告書
（事業収支表）

○ 確認事項は問題なし。

その他財務諸表
等

○ 確認事項は問題なし。

業務遂行能力
（各種財務指標等を参考に同業他
社との比較も含めて○×で評価）

貸借対照表 －

損益計算書 － 利益を求める団体ではない

キャッシュフロー
計算書

－

サービスの質
（「優良・良・普通・要改善」の4段階

で評価）

アンケート 良
任意アンケートから概ね満足の回答を
得ている。

現地調査 良
衛生・景観面ともに良好な状態が保持
されている。

業務の履行確認
（計画書や仕様書の内容を満たして

いるかを○×で評価）

月次報告書 ○ 適切に履行されている。

現地調査 ○ 適切に履行されている。

定例報告会 ○ 適切に履行されている。

評価項目 確認方法 評価 所見


